
Community Based Rehabilitation 

in Koshigaya Road to 2025　 

越谷市リハビリテーション連絡協議会　副会長　早乙女和幸

05.9.3(日)


第3回越谷ごちゃまぜの会



越谷市リハビリテーション連絡協議会
（通称 リハ協）

※  市内で活動する理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の民間団体



沿革
    2011年　越谷地域リハビリ連携 として発足（現在の前身）


    2012年　地域包括ケアシステム　元年　


    2015年　越谷市リハビリテーション連絡協議会　として発進


    2016年　越谷市介護予防リーダー養成講座 開始（現在8期目）


   2020年　地域包括ケア課との共作　越谷市のオリジナル体操の開発


   2022年　介護予防事業のエビデンス構築のため県立大学と共同研究開始


   2025年    協議会結成10年目、どんな未来が待っているか！







事業紹介
通いの場の立ち上げと継続支援 通所型サービスC

評価事業 介護予防出張講座

・主催リーダーが集めた方々が参加

・開催場所は自治会館や集会場など

・介護予防リーダー養成講座で指導した体操を実施


・開催頻度は週1回を原則とする

・地域包括支援センター職員が参加奨励した方が参加


・3ヶ月間、週1回実施（無料送迎あり）


・天草病院、老健とまりや のみが会場。

・総合事業の通所型サービスで運動機能向上を目指す

・通いの場の効果判定の見直し

・効果判定の分析・予測モデルの開発

・各種介護予防事業の適切な利用者選定

・サロンや自治会など、団体であれば申し込み可能

・単発であるが、運動を教えて欲しいなど自由な要望

　にお答えするリハ協会員派遣型の講座

・市内の他団体では口腔、栄養、薬についても実施



通いの場
・平成28年から開始

・現在、第８期目に入り市内で４４グループが活動中

・越谷市介護保険事業計画の重点項目



コロナ禍を経て
・人と会えなくなってしまった

・対面以外のツールがない


どうしよう？？？

地域包括ケア課の皆様が考えてくださいました

デジタルコンテンツを作ろう



オリジナル体操の作成

パンフレットは


市内の公共施設

郵便局


かつては

あのセブンイレブン
にも置かせてもらっ
ていました。



https://www.youtube.com/watch?v=-U3yheEZ0Bg


越谷市の広報番組に出演
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Road to 2025　 

・通いの場をもっともっと増やして、活気ある越谷市にしたい


・運動がしたい！健康で長生きしたい！と感じている

　ご高齢者の活動の場を増やしたい


・リハ協監修で作成した体操をもっと知って活用してもらいたい


